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自己紹介
・福岡県福岡市出身

・熊本大学文学部歴史学科西洋史研究室

・留学先と留学期間:トルコ共和国・チャナッカレ、2018/9/1～2019/8/31

・活動テーマ:中東における日本食進出と緑茶試飲マーケティング

・具体的な学習活動・実践活動内容:日本・トルコ交流フェス、日本食・緑茶試飲アンケート、



若者人口比率高、新しい市場
全人口8000万人のうち32歳が
半分以下

若者が多い

ヨーロッパ、アジア、
アラブ諸国の交差点

アジアの次の市場として中東・トルコをリサーチ
熊本のマーケティング企業でのインターンシップを経験

トルコに留学して県産物のマーケティング活動

収容貿易相手国:
【輸入】ロシア11％、ドイツ9％、中国9％…日本1.7％
【輸出】ドイツ9％、英国6％、イラク6％…日本0.3％

留学の目的
東アジア、東南アジアに進出できた県産食品が、次にどこに進出するか?

↓

「日本食マーケティング及び緑茶の市場調査」
中東の土地に届けたい!



活動内容
日本の味をトルコ人に届ける活動

大学主催のイベントで日本食を地元の方々に振る舞う。現地の
学生と一緒に参加して、地元の多くの人に日本食、日本文化を
伝え、沢山楽しんでもらえた。
日本についてあまり知らない人たちに日本を紹介することがで
き、これを機会にもっと日本について関心を持ってもらい。

街頭アンケート
緑茶を飲んだことがない人も多いトルコで緑茶を知ってもらう
ために、路上での緑茶試飲アンケートの実施。250人ほどの地
元の人に緑茶と日本のお菓子を食べてもらった。



活動中に起きた困難
①連絡取れない!
インターンシップを行こうと思っていた現地の貿易会社に行けなくなる

↓
自分でやるしかない

②机と商品を抱えて街に突撃!
折りたたみ机と物品、アンケート資料を持って街に繰り出す。
通りを行き交う人々に声を掛けまくり県産の緑茶を
試飲してもらいアンケートをとっていく

こんなことも...

街中の路上で勝手にア
ンケートをやっている
と警察に声をかけられ

る。
路上使用の許可が必要
のなのを知らず注意さ

れる(^_^;)



↓

商品にしっかりと結びつけるため熊本のイメージを作るマーケティング!
安全、健康志向、生活習慣を気にする人に向けて

活動の成果

⑴日本食品のイメージ
日本製品（自動車、家電など安心で高性能なモノ）に対する

イメージが食品にも繋がっている。

⑵健康食品としてお茶
トルコの人にとって緑茶は健康のために飲むものであり、女性や健康を気にする人
たちの関心高。特に高血糖の人には非常に注目され、その場で購入したいという人も。

※アンケート集計結果は別紙参照

県産食品の強みとは... 
熊本の美しい産地（山、川、海）＋熊本の生産者が作る安心で安全な生産物



トルコでの印象に残ったこと

クラスメイトから聞いた世界の様子

リビアからやってきたクラスメイトと仲良くなる。
普段は真面目で明るい彼がなぜトルコにやってきたかを聞く。

2011年のリビア内戦で国内が危険になって、トルコに移住してきた。
数年前まで平和に暮らして祖国が内戦によって破壊され、
昨日まで仲良くしていた知り合いから裏切られるような辛い経験を話してくれた。

↓

留学は自分の知らない世界を教えてくれ、
自分の価値観に大きな変化を与えてくれた



留学後、将来にむけて
現在、熊本の香料、化粧品の原料製造会社に就職。お茶、甘夏、い草を中心に熊本県産の植物から作
られる精油やアロマウォーターおよび生産物を全国に。将来的には海外に進出していくことが目標。

↓

熊本の商品を世界に発信する第一人者になりたい。



県内支援企業および支援していただいた皆様へ
県内支援企業および支援していただいた皆様には大変お世話になりました。皆様のおか
げで本当に貴重な体験ができました。留学を通して様々なことを学んだのはもちろん、
改めて熊本を見つめ直すことで熊本が素晴らしいところなんだと気がつきました。今後
は留学経験をもとに仕事では海外に目を向け頑張ってゆき、留学の価値を多くに人に広
げていきたいと思います。
今後、様々な形で皆様に恩返しができればと思います。この度は皆様、本当にありが

とうございました。



緑茶試飲街頭アンケート結果（サンプル数75、2019年8月チャナッカレにて実施）

※未記入は反映せず



緑茶を飲んでみての感想（5段階評価、①とても良い～⑤全く良くない）

とても良い 全く良くない
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